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▶4月から新編集室体制になりました。新入社員
の宇津井と私（小齋）の2人で『看護管理』を
担当します。引き続きご愛読くださいますよう，どうぞ
よろしくお願い申し上げます。▶6月号の特集，い
かがでしたでしょうか。これまで臨床教育は，そこ
に携わる方の自己努力に負う部分がとても大き
かったのではないかと思います。しかし，臨床教育
に携わる方の層も厚くなりましたので，“そろそろ
「現場で教える人を育てる」ための体系的教育を
考えてもよい時期では？”との仮説のもと，国内外
の先進的取り組みをご紹介しました。本号で終了
となった浅香えみ子氏の連載でも，IDプロセスと
いう理論・技法を習得することで現場の教育をさ
らによくしようというメッセージが一貫して込められて
いたと思います。今後も現場の教育力を向上させ
るための企画を継続的に考えてまいります。
� （小齋）

▶当雑誌の新しく担当となりました宇津井大祐と申
します。今年3月の記念すべき第100回薬剤師国
家試験に合格し，資格を取得しました。いずれ看
護と薬のコラボを…と思っておりますが，まずは皆
様に真摯に情報をお伝えする，ここを目指して日々
邁進致します。▶昔から「落ち着いている」と言
われることが多いのですが，「松岡修造の日めくり
カレンダー」を買ってしまう熱い気持ちの持ち主で
す。最近の若者は「ゆとりだ」「安定思考だ」と言
われており，それを象徴するかのように「あったか
いんだからー」と皆様が口を揃えて仰っております
ね。▶そんな逆風の中でも，ご執筆いただく先生
方の熱い想いを冷ますことなく，熱々のまま皆様に
お届けしたいと思っておりますので，どうぞよろしく
お願い致します。読者の皆様におかれましては，
SNSやメール等で熱々の感想をお送りいただけれ
ば幸いです。� （宇津井）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！

特集

看護管理者のコンピテンシー
広がる取り組みと進化
「卓越者の行動特性」を表すコンピテンシーを，看護師および看護管理者の育成に活用する取
り組みが，さまざまな形で広がりつつある。本特集では，日本看護管理学会による研修プログラ
ムのほか，コンピテンシーの考え方を基盤とした各施設における人材育成の実践について，そ
の実際と現時点での成果を報告していただく。

日本看護管理学会「コンピテンシーに基づく 
看護管理者研修プログラム」の成果◉佐々木菜名代
北里大学病院における看護管理者のコンピテンシー◉別府千恵

「看護管理者のコンピテンシー・モデル」の発展と各施設での実践
コンピテンシー・モデル全体を活用する◉虎の門病院
モデルをマネジメント・ラダーと融合させて活用する◉東北大学病院
部分的に活用する◉九段坂病院
多施設とともに活用する◉平塚共済病院

巻頭
うちの師長会・主任会⑲　済生会野江病院
新連載

ポジティブマネジメントの航海術◉市瀬博基
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